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【目的】近年､医療現場においてメチシリン耐性黄色ブドウ球菌(MRSA)による

院内感染が問題となっている｡更にMRSAの中にはarbekacin､vancomycin､linezolid､

daptomycin等の抗 MRSA薬に対して耐性を獲得した株が報告されており､新規抗
MRSA薬の開発は急務である｡本研究では新規抗MRSA薬のシー ド化合物の探索

として､生薬センコツに含まれる抗MRSA成分の単離 ･同定を行った｡

【方法】センコツのメタノール抽出物を液液分配､シリカゲルカラムクロマ ト

グラフィーにより分画し､得られたフラクションについてMRSAOM481､OM584

株に対する最小生育阻止濃度(MIC)の測定を行った｡MRSAに対して抗菌活性を有

し､薄層クロマ トグラフィー分析(TLC分析)により単一のスポットを呈したフラク
ションの構造を決定した｡更に､得られた化合物の既存抗菌薬との併用効果の評

価を行った｡

【結果と考察】生薬センコツのメタノール抽出物からMRSAOM481､OM584株

に対して強い抗菌活性を有する 6,6'-dihydroxythiobinupharidine(化合物 K)を単離 ･

同定した｡MIC測定の結果､化合物Kはメチシリン感受性黄色ブドウ球菌(MSSA)､

MRSA だけでなく､バンコマイシン中程度耐性黄色ブ ドウ球菌(VISA)に対しても
強い抗菌活性を有していた｡また､単独では効果を示さない濃度で化合物 Kを添

加することでアミノグリコシド系抗菌薬であるgentamicinや抗 MRSA薬の 1つで
あるarbekacinのMSSA､MRSA､VISAに対するMICが 1/2-1/32に低下した｡一

方で､vancomycin､linezolidは化合物 Kを添加しても顕著なMICの低下は見られ
なかった｡現在､化合物KのMRSAに対する単独での抗菌活性の作用機序の解明

を目的として実験を行っている｡


